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一
九
七
一
年
八
月
一
五
日
、
当
時
の
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
一
○
％
の
雇
用
促
進
金
融
、
自
動
車
購
入
に
対
す
る
七
％
の
連
邦
消
費
税
の
廃
止
、
個
人
所
得
税
免
除
の
増
加
計
画
の
促
進
、
連
邦
支
出
と
対
外
経
済
援
助
の
四
七
億
ド
ル
の
削
減
、
九
○
日
間
の
賃
金
と
物
価
の
凍
結
な
ど
を
含
む
国
内
政
策
と
並
ん
で
、
ド
ル
の
交
換
性
の
一
時
的
停
止
お
よ
び
一
○
％
の
輸
入
課
徴
金
の
一
時
的
四三二一
、、、、 ベトナム戦争と世界経済（上）
は
し
が
き
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
本
格
的
介
入
資
本
主
義
の
不
均
等
発
展
ベトナム戦費の増大とアメリカ経済
（以上本号）
ベトナム戦争と世界経済（上）
、
は
し
が
き
石
垣
今
朝
吉一四
一
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
一四二
賦
課
と
い
う
対
外
政
策
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
こ
の
声
明
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
四
半
世
紀
に
お
よ
ん
で
世
界
経
済
の
運
営
の
任
に
あ
た
っ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
主
導
的
地
位
に
破
綻
が
生
じ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
スウィージーとマグドフがこの点に関して、「ニクソンの新経済政策（ＮＥＰ）は、世界資本主義の戦後史の一局面
の
終
了
と
、
も
う
ひ
と
つ
の
局
面
の
開
始
と
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
「
そ
の
政
策
が
手
を
つ
け
た
り
予
定
し
た
り
し
て
い
る
（１） 
個
々
の
特
定
の
行
動
よ
り
も
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
そ
の
真
の
意
義
な
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
共
通
（１）勺目］冨・の急の①旦口目頭四則『昌口、・・蕊日冒Ｃ百回日】、⑪。｛ロ⑩．●ロロ蔵一一⑪ョ．】①司凹・岸本重陳訳『アメリカ資本主義の
動
態
」
一
九
七
八
年
、
岩
波
書
店
、
三
○
七
ペ
ー
ジ
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
五
○
年
以
降
赤
字
に
転
化
し
た
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
は
、
大
き
な
波
動
を
描
き
な
が
ら
七
○
年
代
を
迎
え
た
が
、
こ
の
間
、
そ
の
幅
が
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
貿
易
収
支
の
黒
字
は
一
貫
し
て
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
七
一
年
に
入
っ
て
貿
易
収
支
は
赤
字
に
一
転
し
、
六
○
年
代
の
国
際
協
力
の
も
と
で
の
ド
ル
防
衛
策
も
限
界
に
達
し
、
上
述
の
ニ
ク
ソ
ン
声
明
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
－
Ｍ
Ｆ
協
定
の
支
柱
の
一
つ
を
な
す
と
い
わ
れ
る
金
と
ド
ル
と
の
交
換
条
項
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
い
わ
ば
ド
ル
の
無
制
際
な
供
給
へ
の
蝋
止
め
を
な
す
’
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
蕊
二
次
大
戦
後
の
特
殊
な
地
位
ｌ
「
世
界
の
窒
と
し
て
の
ｌ
を
付
与
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
そ
の
歯
止
め
条
項
を
霧
す
る
が
ご
と
く
ド
ル
を
世
界
的
に
撒
布
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
膨
大
な
ド
ル
債
務
の
国
際
的
な
累
積
と
な
っ
て
現
れ
、
そ
れ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
根
幹
を
揺
が
す
も
の
と
な
り
、
つ
い
に
は
－
Ｍ
Ｆ
の
機
能
麻
癖
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
を
少
な
か
ら
ず
震
憾
さ
せ
た
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
以
上
の
よ
う
な
緊
急
措
置
は
、
で
は
一
体
、
い
か
な
る
原
因
と
過
程
に
よ
っ
て
の
終
了
と
、
も
う
ひ
と
つ
Ｑ
個
々
の
特
定
の
行
動
よ
り
も
、
認識であるといってよい。
もたらされたのであろうか。このことを考える上で、われわれはベトナム戦争の世界経済に与えたインパクトを無視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
第
二
次
大
戦
終
結
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
一
九
四
六
年
一
二
月
の
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ハ
ノ
イ
攻
撃
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
、
’
九
五
○
年
に
二
一
○
○
万
ド
ル
の
対
仏
援
助
を
与
え
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
は
一
貫してフランスおよびベトナム共和国（いわゆる南ベトナム、’九四九年六月、バオダイ政権として成立）を支援し、
ベトナム民主共和国（いわゆる北ベトナム、一九四五年九月、独立宣言）と南ベトナム解放民族戦線（一九六○年一
二
月
結
成
）
の
推
し
進
め
る
ベ
ト
ナ
ム
民
族
解
放
闘
争
に
介
入
す
る
方
針
を
採
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
六
四
年
八
月
の
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
を
契
機
と
す
る
北
ベ
ト
ナ
ム
海
軍
基
地
の
爆
撃
、
次
い
で
翌
六
五
年
二
月
に
お
け
る
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
ン
ホ
イ
爆
撃
等
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
本
格
的
な
介
入
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
四
月
三
○
日
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
に
よ
る
南
ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
解
放
が
実
現
し
、
こ
こ
に
第
二
次
大
戦
後
約
三
○
年
に
も
お
よ
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
終
わ
り
を
告
げ
た
が
、
し
か
し
、
最
盛
時
に
は
五
五
万
の
兵
力
を
投
入
し
た
ア
メ
リ
カ
も
、
一
九
六
九
年
六
月
八
日
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
と
チ
ュ
ー
南
ベ
ト
ナ
ム
大
統
領
と
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
会
談
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
米
地
上
軍
の
段
階
的
撤
退
に
合
意
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
事
実
上
の
敗
北
を
す
で
に
承
認
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
六
○
年
代
後
半
に
展
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
民
族解放闘争への本格的な干渉がひき起こしたベトナム戦争は、アメリカ史上に最初の敗戦を記録して、それまでのア
メリカの世界戦略に動揺をもたらしただけでなく、五○年代央から躍進めざましい西欧経済や、こののち拾頭してく
る日本経済などとの溝を深めることによって、不均等発展に拍車をかけ、アメリカ経済に致命的ともいえる打撃を与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
世
界
経
済
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
も
つ
意
義
を
歴
史
的
に
捉
え
直
す
と
い
う
作
業
を
、
以
上
の
視
座
か
ら
果
た
す
こ
と
が
本
稿
の
ベトナム戦争と世界経済（上）
一四三
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
に
大
規
模
に
介
入
し
始
め
た
の
は
一
九
六
四
年
夏
ご
ろ
か
ら
で
あ
り
、
翌
六
五
年
二
月
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
北
爆
開
始
に
よ
っ
て
本
格
的
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
介
入
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
六
四
年
三
月
一
六
日
付
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
宛
報
告
に
お
い
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
、
重
要
な
の
で
引
用
し
て
お
く
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
独
立
し
た
非
共
産
主
義
の
南
ベ
ト
ナ
ム
を
求
め
る
。
わ
れ
わ
れ
は
南
ベ
ト
ナ
ム
が
西
側
基
地
、
あ
る
い
は
西
側
陣
営
の
同
盟
国
に
な
る
こ
と
を
求
め
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は
自
国
の
安
全
を
維
持
す
る
た
め
、
外
国
か
ら
必
要
な
援
助
を
受
け
入
れ
る
自
由
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
援
助
は
、
経
済
的
、
社
会
的
な
圧
力
と
な
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
内
乱
分
子
を
根
絶
し
、
支
配
す
る
た
め
警
察
、
砿
事
援
助
の
形
を
も
と
り
得
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
／
南
ベ
ト
ナ
ム
で
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
は
、
共
産
主
義
者
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
（
ベ
ト
ナ
ム
全
土
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
、
共
産
主
義
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
果
的
な
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
反
共
の
影
響
力
が
排
除
さ
れ
た
り
（
ビ
ル
マ
）
、
あ
る
い
は
ま
た
、
現
在
は
は
っ
き
り
共
産
主
義
で
な
い
に
し
て
も
、
将
来
は
共
産
主
義
に
な
り
そ
う
な
勢
力
の
支
配
下
に
陥
る
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
支
配
す
る
ケ
ー
ス
）
な
ど
の
恐
れ
が
生
ず
る
。
タ
イ
は
わ
れ
わ
れ
の
援
助
で
、
一
定
期
間
、
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
重
大
な
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
さ
え
も
不
安
定
な
状
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
西
は
イ
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
課題である。二、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
本
格
的
介
入
一四四
ン
ド
、
南
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
東
と
北
は
台
湾
、
韓
国
、
日
本
に
至
る
地
域
の
脅
威
が
急
激
に
増
大
し
よ
う
。
／
か
り
に
ア
メ
リ
カ
が
、
一
九
五
四
年
、
と
く
に
一
九
六
一
年
以
来
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
深
く
介
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
結
果
の
す
べ
て
が
、
あ
る
い
は
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
た
と
い
う
事
実
は
、
共
産
主
義
南
ベ
ト
ナ
ム
が
成
立
し
た
場
合
の
衝
般
を
、
ア
ジ
ア
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
世
界
全
体
に
わ
た
っ
て
い
っ
そ
う
強
い
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
世
界
各
国
は
「
共
産
主
義
者
の
〃
解
放
戦
争
〃
と
戦
う
国
を
助
け
る
能
力
が
、
ア
メ
リ
カ
に
ど
れ
ほ
ど
あ
る
（ｌ） 
か」をはかる一丁ストヶースとして、ベトナム紛争をみているからである。」
（１）円げのｚの君閂ｏ鳥剴日困・弓ゴの勺のロ国頭・ロ勺凹Ｒ「⑪．ごコ・杉辺利英訳「ベトナム秘密縦止Ⅲ」上巻、一九七二年、サイマル
川
版
会
、
三
一
六
’
三
一
七
ペ
ー
ジ
。
／
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
切
れ
Ⅱ
を
さ
す
。
以
下
同
じ
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
南
ベ
ト
ナ
ム
が
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
上
、
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
南
ベ
ト
ナ
ム
に
共
産
主
義
に
対
す
る
橋
頭
爆
を
築
か
な
け
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
全
域
の
み
な
ら
ず
、
オ
１
ス
ト
ラ
リ
ァ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
い
た
る
地域までも、共産主義の脅威にさらされ、不安定な状態になるので、アメリカは共産主義者の「解放戦争」と戦う南
ベトナムに経済的ないし軍事的援助を与え、民族解放闘争と戦う能力がみずからどれほどあるかの「テストケース」
にするのだという。民族解放闘争に対するアメリカの敵対的行動は、すでに中国や朝鮮半島等で実証ずみであるのに、
ここで改めて「テストケース」として実証しなければならない理由は、反共の「救世主」という周知の事実を誇示し
つ
つ
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
広
大
な
地
域
の
み
な
ら
ず
、
キ
ュ
ー
バ
等
に
す
で
に
社
会
主
義
政
権
が
誕
生
し
、
ア
メ
リ
カ
を
盟
主
と
す
る
反
共
同
盟
が
危
殆
に
瀕
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
政
治
的
危
機
に
陥
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
へ
の
援
助
要
請
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
こ
と
を
想
起
せ
よ
。
す
な
わ
ち
、
ベトナム戦争と世界経済（上）
一四五
ア
メ
リ
カ
は
、
す
で
に
ト
ル
ー
マ
ン
政
府
以
来
、
軍
事
援
助
等
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
に
直
接
介
入
を
果
た
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
府
は
「
共
産
主
義
者
に
率
い
ら
れ
た
ベ
ト
ミ
ン
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
戦
争
に
軍
事
援
助
を
与
え
る
こ
と
を
決
定
し
、
（３） 
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
ベ
ト
ナ
ム
に
『
直
接
介
入
』
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
の
針
路
を
『
規
定
』
し
た
」
が
、
こ
の
路
線
を
引
き
継
い
だ
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
各
政
権
と
も
、
し
だ
い
に
ベ
ト
ナ
ム
介
入
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
た
の
で
あ
（
２
）
島
田
巽
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
」
一
九
四
九
年
、
朝
日
新
聞
社
、
「
資
料
こ
に
よ
る
。
と
き
に
は
ア
ジ
ア
全
域
で
あ
っ
た
り
、
と
き
に
は
中
東
な
い
し
西
欧
全
域
で
あ
っ
た
り
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
「
自
由
」
を
守
り
、
「
独
立
国
家
」
を
保
障
し
、
共
産
主
義
勢
力
を
そ
こ
か
ら
排
除
す
る
た
め
に
、
武
力
を
も
っ
て
介
入
し
て
く
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
発
動
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
と
、
か
っ
て
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
の
場
合
、
い
か
に
酷
似
し
て
い
る
か
、
が
以
上
の
引
用
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
も
、
本
格
的
に
介
入
し
て
く
る
、
実
が
で
き
上
が
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
が
間
も
な
く
実
践に移されていったのである。
ベトナム戦争と世界経済（上）
一四六
「
も
し
、
ギ
リ
シ
ャ
が
武
装
少
数
派
（
Ⅱ
共
産
主
義
者
ｌ
引
用
者
）
の
手
中
に
落
ち
た
な
ら
ば
、
そ
の
影
響
は
た
ち
ま
ち
直
接
に
隣
国
ト
ル
コ
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
し
、
重
大
な
混
乱
と
無
秩
序
が
中
東
地
方
全
域
に
波
及
す
る
に
違
い
な
い
。
／
そ
れ
以
上
に
独
立
国
家
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ャ
が
姿
を
消
す
こ
と
は
、
戦
争
に
よ
る
被
害
を
復
旧
し
な
が
ら
自
由
と
独
立
を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
の
国
民
が
大
き
な
困
難
と
闘
い
つ
つ
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
…
…
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
宿
命
的
な
時
に
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
（２） 
．を援助し得なかったならば、その影響は東方に対すると同様西欧に対してもはかり知れないものがある。」（一九四
七
年
三
月
一
二
日
の
上
下
両
院
合
同
会
議
で
の
ト
ル
１
マ
ン
大
統
領
の
演
説
で
、
有
名
な
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
い
わ
れ
る
も
の
、￣
一
九
六
九
年
一
月
に
ニ
ク
ソ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
こ
ろ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
は
コ
見
、
花
開
い
た
か
に
み
え
た
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
（５） 
終結への道の一別に横たわる困難な現実に直面」し、ベトナム戦争は泥沼化の様相を呈していたのである。すなわち、
⑪ベトナムにおけるアメリカ軍規模の五年間にわたる増強の結果、その兵力は五四万九五○○人という膨大な数に達
ベトナム戦争と世界経済（上）
一四七
る。トルーマンからジョンソンにいたる「これら歴代四政権は、当時自覚した以上の深みにしばしばはまりこんで、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
、
軍
事
的
、
心
理
的
な
カ
ケ
を
次
第
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
○
年
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
大
量
の
軍
事
装
備
援
助
、
一
九
五
四
年
に
始
ま
る
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
破
壊
工
作
と
テ
ロ
活
動
、
一
九
六三年におけるゴ・ジン・ジェム南ベトナム大統領追放を教唆扇動した動き、’九六四年八月のトンキン湾事件を契
機
に
活
発
化
し
た
戦
争
拡
大
の
計
画
と
誓
約
と
脅
し
、
来
る
べ
き
公
然
戦
争
の
時
期
に
備
え
て
の
入
念
な
世
論
操
作
、
つ
い
で
一
九
六
五
年には飛行機と部隊を持続的戦闘に公然と投入し、アメリカの望む結果は南ベトナムにおける（共産分子との）妥協
（４） 
に
よ
っ
て
も
北
ペ
ト
ナ
ム
と
の
早
期
交
渉
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦争の大規模なエスカレーションが展開されることになった。一九六三年六月、ベトナムにおける米軍丘〈力は一・二
万人であったが、トンキン湾事件を契機として急増して一・六万人となり、六五年一一月の北爆開始時には二・三万人
に膨張した。同年六月にはそれが五万人を超え、同年末には一八万人に達するという矢継ぎ早の増強をおこなってい
っ
た
し
、
ま
た
韓
国
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
連
合
軍
を
も
投
入
し
て
い
っ
た
（
六
六
年
末
、
これら五カ国の派遣兵力は約五・三万人に達した）。これに南ベトナム政府軍約六○万人（一九六五年）が加わる。
（３）日ロのｚのョ目・『丙目目＄ご・・邦訳、一五ページ。
（
４
）
弓
蔚
Ｚ
⑦
三
目
・
鳥
目
目
８
旨
Ｑ
・
邦
訳
、
一
六
ペ
ー
ジ
。
ベトナム戦争と世界経済（上）
一四ハ
した。②一九六八年中のアメリカ軍戦闘員の戦死者数は週平均二七八人であった。③アメリカ軍はインドシナにおい
て毎月平均約三万三○○○回の戦術空軍による出撃をおこなった。側一九六八年中のアメリカ全国の徴兵数は月平均
三万人以上であった。川一九六九年半ばの時点では、南ベトナムの農村人口のうち、ほぼ四○％が南ベトナム政府の
支配下にあり、五○％が競合地区、一○％が敵側地区に属していた。⑤南ベトナム経済は戦争の重圧下に緊迫し、年
間三五％ないし四○％の率で上昇するインフレに悩まされており、しかも、このインフレ問題を克服する計画も皆無
であった。⑥アメリカにおけるベトナム戦費追加負担は年間二二○億ドルに達していた。、アメリカ軍のベトナム戦
介入度を減少させるような総括的な計画もなかったし、アメリカ軍の規模縮小を可能にするような案もなかった。⑧
拡大パリ和平会談は始まったばかりで、会議手続きを決定しただけの段階であった。⑨アメリカの国内組織は、ベト
ナム戦争に対する意見の対立で、はなはだしい緊張状態にあり、戦争エスカレーションの絶対的中止、もしくは即時
（６） 
停戦を求めるアメリカ国民の数は日》」とに増大しつつあった。
（５）ニクソン「外交教書」、邦訳「世界週報」一九七二年三月一四日号、七四ページ。
（６）ニクソン「外交教書」、邦訳、前掲誌、七四’七五ページによる。
停戦か続行かの瀬戸際に立たされたニクソンは、国内外の世論の強い圧力のもとで、ジョンソン政権時代の軌道修
正を模索せざるをえなくなったのであるが、それは基本的には「ベトナム戦争のアメリカ化」から「ベトナム戦争の
ベトナム化」への転換、つまりアメリカ地上軍の撤退にもとづく南ベトナム政府軍の増強Ⅱ南ベトナム軍によるアメ
リカ軍の肩代わり、にあった。そのことが、すでに述べた一九六九年六月のニクソンとチューとのミッドウェー会談
で
の
方
針
転
換
に
対
す
る
合
意
と
し
て
、
両
首
脳
間
で
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
地
上
軍
の
撤
退
政
策
の
背
景
の
一
つ
と
し
一
九
五
八
年
一
二
月
ニ
ハ
日
、
主
要
な
西
欧
諸
国
通
貨
は
い
っ
せ
い
に
交
換
性
を
回
復
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
描
置
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
欧
州
経
済
協
力
機
描
（
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
一
七
か
国
の
う
ち
、
ト
ル
ュ
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
除
く
一
四
カ
国
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
、
そ
れ
に
追
随
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
一
五
カ
国
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
通
貨
の
交
換
性
回
復
と
は
、
外
国
人
が
輸
出
等
の
経
常
取
引
を
通
じ
て
入
手
し
た
自
国
通
貨
残
荷
を
、
世
界
各
国
と
の
決
済
手
段
と
し
て
使
用
で
き
る
ド
ル
に
自
由
に
交
換
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
八
条
で
い
う
「
外
国
保
有
残
高
の
交
換
可
能
性
」
を
達
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
Ａ
国
が
入
手
し
た
Ｂ
国
通
貨
を
、
Ｃ
国
あ
る
い
は
Ｄ
国
等
へ
の
支
払
い
の
た
め
に
ど
ん
な
通
貨
に
も
交
換
で
き
る
こ
と
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
標
傍
す
る
多
角
貿
易
、
多
角
決
済
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
の
こ
う
し
た
措
置
は
、
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
第
一
に、通貨の交換性は「非居住者勘定」に対してのみであって、「居住者勘定」、つまり自国民がもつ自国通貨について
ま
で
交
換
性
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
経
常
取
引
に
も
と
づ
い
て
入
手
し
た
相
手
国
通
貨
に
対
し
て
の
み
で
あ
っ
て
、
ベトナム戦争と世界経済（上）
一四九
て
、
米
軍
脱
走
兵
数
・
無
断
休
暇
数
の
激
増
、
麻
薬
常
習
者
と
し
て
の
米
軍
兵
士
の
激
増
、
反
戦
・
厭
戦
気
分
に
よ
る
徴
兵
忌
避
者
の
（可Ｉ）
増
大
、
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
い
か
に
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
「
不
正
」
な
戦
争
で
あ
っ
た
か
を
物
壺
、
る
。
（
７
）
柳
沢
英
二
郎
「
戦
後
国
際
政
治
史
」
Ⅲ
、
一
九
七
七
年
、
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
二
二
○
’
二
二
一
ペ
ー
ジ
。
三
資
本
主
義
の
不
均
等
発
展
第
１
表
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
み
て
お
け
ば
、
一
九
四
○
年
代
後
半
に
資
本
主
義
世
界
の
六
剛
以
上
を
独
占
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
金
準
備
も
、
一
九
五
八
年
以
降
急
減
し
、
六
○
年
に
い
た
る
三
年
間
で
約
五
○
億
ド
ル
に
上
る
金
を
喪
失
し
て
い
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
は
同
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
四
億
三
○
○
○
万
ド
ル
、
一
○
億
六
○
○
○
万
ド
ル
、
一
七
億
五
一
○
○
万
ド
ル
の
金
螂
備
保
有
を
墹
大
さ
せ
、
こ
れ
ら
三
カ
Ｎ
を
含
む
Ｅ
Ｅ
Ｃ
全
体
で
は
四
二
億
ド
ル
の
金
準
倫
が
膨
張
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
喪
失
し
た
金
の
大
部
分
は
西
欧
に
向
け
て
流
出
し
た
勘
定
に
な
る
。
ま
た
こ
れ
と
と
も
に
、
西
欧
諸
国
の
外
貨
螂
備
も
飛
雌
的
に
燗
大
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
低
開
発
国
の
金
・
外
貨
準
備
は
低
迷
し
、
金
準
備
に
い
た
っ
て
は
五
七
年
の
三
一
億
六
四
○
○
万
ド
ル
か
ら
六
○
年
に
は
約
五
億
ド
ル
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
五
○
年
代
後
半
に
お
け
る
資
本
主
義
世
界
の
不
均
等
発
展
に
も
と
づ
く
構
造
変
化
が
、
西
欧
諸
国
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
い
か
に
有
利
に
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
や
低
開
発
国
に
と
っ
て
い
か
に
不
利
に
作
用
し
た
か
の
証
左
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
別
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
第
２
表
と
な
る
。
第
２
表
は
ア
メ
リ
カ
の
金
準
備
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
推
移
を
一
九
四
六
年
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九
五
○
年
代
に
入
っ
て
悪
化
し
始
め
、
五
九
年
以
降
マ
イ
ナ
ス
を
示
す
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
方
ベトナム戦争と世界経済（上）
一五○
資
本
取
引
か
ら
入
手
し
た
通
貨
に
ま
で
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
五
八
年
末
の
西
欧
通
貨
の
交
換
性
回
復
は
、
非
居
住
者
の
資
本
勘
定
、
居
住
者
の
経
常
勘
定
お
よ
び
資
本
勘
定
等
の
交
換
性
問
題
を
の
ち
の
課
題
と
し
て
残
す
こ
と
に
な
っ
た
し
、
そ
の
上
、
発
展
途
上
国
の
多
く
が
こ
れ
に
同
調
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
文
字
通
り
の
通
貨
交
換
の
「
自
由
化
」
が
果
た
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
自
由
、
無
差
別
、
多
角
と
い
う
資
本
主
義
的
国
際
取
引
の
原
則
に
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
と
も
あ
れ
、
西
欧
諸
国
通
貨
の
交
換
性
回
復
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
廃
嘘
か
ら
立
ち
直
り
、
大
規
模
な
近
代
化
投
資
を
通
じ
て
そ
の
生
産
力
を
急
速
に
発
腰
さ
せ
て
対
米
競
争
力
を
強
め
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
諸
回
の
金
・
外
貨
準
備
が
燗
大
し
た
こ
と
の
表
現
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
資
本
主
義
的
発
たが、自由、無差別、多角Ｌ
通
貨
の
交
換
性
回
復
は
、
第
二
》
て
対
米
競
争
力
を
強
め
、
そ
の
叶
展の不均等性の産物である。
第
１
表
主
要
資
本
主
義
国
の
金
・
外
貨
準
備
(単位100万ドル）
低
開
発
国
フ
ラ
ン
ス
r1
 
L｣
 
(注）カプコ内はうち金準備を示す。
資料：日本銀行『日本経済を中心とする国際比較統計」1964年４月，１０１ページ。
マー＋く蕊聯Aj藝諌騨鹿（当）
1輯１
ア
メ
リ
カ
イ
ギ
リ
ス
西
ド
イ
ツ
フ
ラ
ン
ス
イ
タ
リ
ア
日
本
開
発
国
Ｅ
Ｅ
Ｃ
 
低
開
発
国
1952 
23.252 
(23.252） 
1,958 
(Ｍ83） 
960 
(140） 
686 
(582） 
696 
(346） 
979 
(１６） 
‘ 
０１ ９６ １７ 
銘釦く
3,500 
(2,350） 
11,344 
(3,157） 
】955
21.753 
(21.753） 
2.156 
(2,012） 
2.935 
(920） 
1.912 
(942） 
1.167 
(352） 
769 
(23） 
41,435 
(32,299） 
7.450 
(4,000） 
』
皿組７１ ２３ 
１く
1956 
22,058 
(22.058） 
2,276 
(1.773） 
4,119 
(1.494） 
1.180 
(924） 
1.236 
(338） 
941 
(23） 
42,573 
(32,905） 
7,700 
(4,550） 
13,266 
(3,191） 
1957 
22.857 
(22857） 
2.374 
(1.555） 
5.114 
(2.541） 
645 
(581） 
1.355 
(452） 
524 
(23） 
（ 43.830 
34.188） 
7,700 
(ａ250） 
』
捌脱２３ 
１く
1958 
20.582 
(20,582） 
3,105 
(2,807） 
5.732 
(2,639） 
1,050 
(750） 
2,082 
(1.086） 
861 
(54） 
45,675 
(34.995） 
10,050 
(6,800） 
11,635 
(3,035） 
1959 
19.507 
(19職507）
2.750 
(2,514） 
4.533 
(2.637） 
1.720 
(1.290） 
2.953 
(1.749） 
1.322 
(244） 
45.140 
(35.005） 
11.750 
(7,950） 
11.945 
(2.875） 
1960 
17.804 
(17β04） 
3,239 
(2β01） 
6､737 
(2.971） 
2.070 
(1.641） 
3,079 
(2,203） 
1,824 
(247） 
47.740 
(35,350） 
15.050 
(9.450） 
12.130 
(2.680） 
1961 
17.063 
(16.947） 
3.324 
(2.267） 
6,542 
(3.664） 
2.939 
(2.121） 
3.419 
(2.225） 
1.486 
(287） 
49.835 
(36,045） 
16.250 
(10.850） 
１Ｍ８０ 
(2.810） 
1962 
16,156 
(16.057） 
2.809 
(2.581） 
6,447 
(3,679） 
3,610 
(2.587） 
3.441 
(2,243） 
1,842 
(289） 
50,735 
(36,510） 
16,850 
(11,450） 
11,165 
(2.725） 
第２表アメリカの金準備ポジション
(111位１００万ドル）
「
Ｚ
毎
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
０
３
３
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別
別
、
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Ⅲ
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Ｎ
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内
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Ｕ
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日
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（ilH）（１）196111{から交換可能通貨保有商を含む。
（２）外llilIl1央銀行，［'１央政府，国際決済銀行および欧州基金。
if料：Federalｌ(csorveSystom，Federalｌ(eserveBuIloIin各号より。
し大当当い２準並スこの保じら貨減で
てに局でる表備んイと目有たで当少は
、な保きののをでスを１１１すとあ局すア
アつ有るでＩｉｉｌあ、、意準るいり保るメ
メてド自あ内て国べ味備ドう、有とリ
リいル由る準て内ルすでルこ五のとカ
カるは準が術お通ギるは資と九ドもの
のこ、備、はり貨１ｏｌＩＩｉ産は年ルに金対と－に対そ、発、当えを、以資、保外が九対外のし行南時き、外降産他有一ド分五す決こた準ア、れア国マが方高五ルか九る済とが術ファなメ通イ増でが二価る年外とをつとリメくり貨ナ大はし務。以国し指てしカリな力当スし外だがこ降通てし、て等力つが局にた国い金う過貨充て第金とはたその転か通に
金保有商
(A） 
l） Ｉｌｉｌ内iVi術
(B） 
I21IIl準備
|Ｃｌ＝Ｗ－(I〕）
外lR1jm街当局保
｛IのドルiiI戯
ＩＤ） 
2） 
金準術
ポジション
(E)＝(C)－(1)１ 
６ ４ ９ 
７８９０１２３４５６７８９０１２３ ４４４５５５５５５５５５５６６６６ ９９９９９９９９０９９９９９９９９ １１１１１１１１１１１１１１１１１ 
20,706 
22,868 
24,399 
24,563 
22,820 
22,873 
23,252 
22,091 
21,793 
210753 
22,058 
22β57 
20,582 
19,507 
17,804 
170063 
16,l56 
15O808 
５ ７ ５ ０ １ 
畑緬柳剛刷卿蠅恥叩卿叩剛馴蠅叩加皿●Ｐ■■Ｃ・■□●▽■▽己らＳＵＢワ凸■。■●Ｕ●□。■■Ｐ▲Ｐ■Ｉ１００１１１１１１１１１１１２３ １１１１１１１１１１１１１１１１１ 瓠刈田師Ⅶ”岡妬諏訓幻刎羽田伽卯犯旧１７６９９３２０１９１９７５１２９６ ９０●０■００００００、０００ＤＰ■０１２３１１１００９００８７６５３２ １１１１１１１１１１１ 刎犯加肥加川冊的刈田佃恥駈皿旧仙０８８９４４４６７００９６１２９ ３１２２３３４５６６８７８９００ １１ ３０ ６７ ９４ ▲■■ １２ １Ｉ 70087 9,898 9,825 11,058 8,545 7.828 6,800 4,429 3,367 2,981 20082 3,039 6８ －１，６４１ －４，１０６ －５．６９０ －８,025 -9,8“ 
第３表アメリカの国際収支
(１１t位100刀ドル）
ベトナム戦争と世界経済（上）
6： 
（１）経常収支には氏|Ｍ１対外送金を含む。
（２）政府収支には１１１事支l{１，胸与(rli事を除く)，年金など移転文
｜Ⅱ，政府の非流動債務を含む。
（３）流動性ベース。
SurveyofCurrclltBusiness，Ｊｌｍｅｌ９６９，Ｉ〕I).26～27より1m〔''１。
(注）
IPT料
準備に比して悪化し、ドル信認を動揺させるこ
とになったのである。第二次大戦後、一貫して
「ドル不足」に悩まされ続けてきた世界資本主
義は、ここに一転して「ドル過剰」を現Ⅲさせ
たのである。
このような「ドル過剰」は、いかにして発生
してきたのであろうか。アメリカの国際収支を
まとめた第３表によれば、一九四○年代後半に
年平均ハ○億ドルもの経常収支の黒字分を、民
間資本あるいは政府支出で対外的に撒布して、
なお一七億一○○○万ドルの黒字を示していた
のだが、五○年代以降、国際収支が赤字に転じ、
しかも五○年代前半には経常収支の黒字は、四
○年代後半のそれの四○％に減少した。アメリ
カ国際収支赤字の主因は、表から明らかなよう
に巨額の政府の対外支出にあり、その内容は後
述するが、主流は虹耶支出と経済援助である。
一五一一一
経常収支 １W'１資斐 政府収支 １ ０ひ町、■ｎ０ｎＹ 鑑誤脱 総合lR1際収文
lM6～49ｲI:１１A均
1950～54年平均
1955～57年平均
l958fl： 
1959年
l960i1： 
1961ｲ'2 
1962年
l963fI2 
l964年
1965年
1966ｲIK 
l967fIi 
1968flH ６２９１６９９７４９６１００ ０４５００４５１６４０３７０ ０３３９６６９２８４９９８２ ９０００００００９００■００ ８３６４２６７７７０８７７５ １ －６７９ －８９２ －２，１４８ －２０７５７ －１，６５４ －３`５３９ －３．５６２ －３，２６４ －４１５６ －６,355 -3,713 -1,858 -20745 1,535 －６，３２９ －４．３３６ －５､347 -50870 -50082 -5,852 -5.664 －４０９１３ －５０８７１ －５，７７７ －５，９５１ －60938 -7,664 -5,926 ２１ １０ ７２ １１０ ０６６ ５３２ ６３６９８６９７７ ５０４０１７８０１ １１２５１５４０７ ０００ ０ ， １１－１ １ 1,710 －１０６８５ －５４５ －３０３６５ －３β70 -30898 -20370 -20206 -2,672 －20801 -1,334 -1,354 -3,5(1６ 9２ 
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
一五四
そ
の
両
者
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
世
界
の
「
盟
主
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ス
ト
で
あ
り
、
特
に
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
五
二
年
以
降
、
軍
事
支
出
は
経
済
援
助
を
上
回
っ
て
、
そ
の
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
国
際
収
支
赤
字
の
も
う
一
つ
の
要
因
は
民
間
対
外
投
資
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
の
ち
に
再
び
触
れ
る
が
、
五
○
年
代
前
半
に
九
億
ド
ル
の
赤
字
に
す
ぎ
な
か
っ
た
民
間
資
本
収
支
は
、
後
半
に
入
る
と
飛
脇
的
に
噸
大
し
て
二
一
億
ド
ル
と
な
り
、
五
八
年
に
は
二
八
位
ド
ル
に
上
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
投
資
残
高
は
、
一
九
五
○
年
の
一
一
八
億
ド
ル
が
五
八
年
に
は
二
七
四
億
ド
ル
と
二
倍
以
上
に
膨
張
し
て
い
る
（
第
４
表
参
照
）
。
特
に
五
○
年
代
後
半
か
ら
の
西
欧
諸
国
の
為
替
管
理
の
緩
和
に
伴
っ
て
、
従
来
の
民
間
投
資
の
主
流
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
向
け
の
墹
大
テ
ン
ポ
が
鈍
化
し
始
め
た
の
に
対
し
、
西
欧
向
け
投
資
が
箸
燗
し
、
投
資
残
商
も
、
対
世
界
合
計
で
み
る
と
一
九
五
○
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
が
一
四
・
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
○
年
に
は
二
○
・
四
％
を
占
め
る
に
い
た
り
、
絶
対
額
で
も
そ
の
間
三
・
九
倍
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
は
、
経
常
収
支
の
黒
字
分
を
対
外
的
に
放
出
し
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
と
い
う
従
来
の
パ
タ
ー
ン
を
伽
祝
し
て
ド
ル
の
世
界
的
撒
布
を
継
続
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
四
○
年
代
後
半
か
ら
五
○
年
代
に
か
け
て
の
世
界
的
ド
ル
不
足
時
代
で
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
五
○
年
代
末
の
よ
う
な
「
ド
ル
過
剰
」
が
顕
在
化
す
る
に
い
た
れ
ば
、
一
転
し
て
ド
ル
に
対
す
る
国
際
的
信
認
が
動
揺
し
て
「
ド
ル
危
機
」
を
噴
朋
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
一
九
江
○
年
代
末
か
ら
六
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
現
象
し
て
く
る
「
ド
ル
危
機
」
の
根
因
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
国
際
競
争
力
の
机
対
的低下にあるといえるが、そのことをいくつかの指標によって確認しておきたい。国際連合の報告によれば、世界工
業
品
輸
出
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
は
、
五
○
年
代
二
八
％
を
上
回
っ
て
い
た
の
だ
が
、
六
○
年
代
に
入
っ
て
下
落
し
始
め
、
六
六
年
に
は
二
○
％
を
わ
ず
か
に
上
回
る
栂
庇
に
ま
で
後
退
し
て
い
る
（
第
５
表
参
照
）
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
も
、
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ
同
一
歩
調
で
そ
の
地
位
を
低
下
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
六
カ
国
は
五
七
年
の
三
七
％
か
ら
六
六
年
の
四
五
％
へ
大
幅
に
そ
の
シ
ェ
ア
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
躍
進
が
い
ち
じ
る
し
い
の
は
西
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
で
、
他
の
四
カ
国
が
停
滞
す
る
な
か
で
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
地
位
を
引
き
上
げ
て
い
る
の
は
こ
の
二
カ
国
で
あ
る
。
日
本
の
シ
ェ
ア
も
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
し
て
お
り
、
五
七
年
の
五
・
七
％
か
ら
六
六
年
の
九
・
七
％
へ
、
ア
メ
リ
カ
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
世
界
第
四
位
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
工
業
品
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
後
退
は
、
基
本
的
に
は
生
産
力
上
の
優
位
ざ
の
喪
失
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
労
働
生
産
性
指
数
で
み
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
生
産
性
（
製
造
業
に
お
け
る
被
雇
伽
者
一
人
当
た
り
の
純
生
産
）
は
、
第
６
表
に
掲
げ
た
主
要
な
資
本
主
義
国
の
な
か
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
悴
洲
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
六
○
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
労
働
生
産
性
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
五
・
六
％
を
上
回
る
二
一
一
一
％
を
示
し
て
い
る
と
は
い
え
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
比
し
て
は
る
か
に
劣
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
間
の
日
本
の
労
働
生
産
性
の
伸
び
の
約
半
分
に
す
ぎ
な
い
。
西
欧
諸
国
や
Ⅱ
水
が
大
戦
に
よ
る
破
壊
が
激
し
く
、
そ
の
た
め
に
も
と
も
と
き
わ
め
て
低
い
水
準
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
戦
後
の
特
殊
事
傭
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
労
働
生
産
性
の
違
い
は
、
西
欧
諸
国
や
日
本
に
お
け
る
近
代
化
設
備
投
資
の
強
化
を
物
語
る
に
十
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
先
の
第
５
炎
で
み
た
工
業
肺
輸
出
シ
ェ
ア
の
地
殻
変
動
を
ひ
き
起
こ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
州
対
的
な
生
藤
力
優
位
ざ
を
切
り
崩
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
品
貿
易
を
示
し
た
第
７
表
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
工
業
品
（
半
製
砧
十
完
成
品
）
輸
出
は
、
川
○
年
代
後
半
か
ら
五
○
年
代
を
通
じ
て
わ
ず
か
な
が
ら
噸
大
し
、
六
○
年
代
に
入
っ
て
ほ
ぼ
停
滞
気
味
に
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
輸
入
に
つ
い
て
は
四
○
年
代
の
四
○
％
か
ら
五
○
年
代
後
半
に
約
一
○
ポ
イ
ン
ト
燗
大
し
て
五
○
％
と
な
り
、
六
○
年
代
に
入
っ
て
そ
の
増
加
テ
ン
ポ
が
加
速
さ
れ
て
六
四
年
に
は
六
○
％
台
に
乗
り
、
六
八
年
に
は
早
や
七
二
・
三
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
工
業
肋
の
な
か
で
も
完
成
品
の
輸
入
増
大
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
進
工
業
国
か
ら
の
輸
入
増
大
が
い
か
に
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
表
現
し
て
い
る
。
ベトナム戦争と世界経済（上）
一五五
v一十く慧錦△Jヨ藍韓煙（J-D
lＨｄＫ 
第４表アメリカ対外投資残高'）
(年末残高，単位100万ドル）
1
9
5
9
１
９
６
０
 
］ 
ｑｒ 
。
】＿
1950 
1957 
1958 
1959 
1960 
1961 
1962 
1963 
西
ド
イ
ツ
204 
(1.7） 
581 
(2.3） 
666 
(2.4） 
796 
(2.7） 
1,006 
(3.1） 
1.182 
(3.4） 
1.476 
(4.0） 
1.780 
(4.4） 
フ
フ
ン
ス
217 
(1.8） 
464 
(Ｌ８） 
546 
(2.0） 
640 
(2.1） 
741 
(2.3） 
860 
(２５） 
1.030 
(2.8） 
1,240 
(3.0） 
イ
タ
リ
ア
6３ 
(0.5） 
252 
(1.0） 
280 
(1.0） 
315 
(1.1） 
384 
(Ｌ２） 
491 
(1.4） 
554 
(1.5） 
668 
(1.6） 
オ
ラ
ン
ダ
8４ 
(0.7） 
1９１ 
(0.8） 
207 
(0.8） 
245 
(0.8） 
283 
(0.9） 
309 
(0.9） 
376 
(】.O）
446 
(1.1） 
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
6９ 
(0.6） 
192 
(0.8） 
208 
(ｑ８） 
211 
(0.7） 
231 
(0.7） 
262 
(0.8） 
286 
(0.8） 
356 
(0.9） 
Ｅ
Ｅ
Ｃ
計
637 
(5.4） 
1.680 
(6.6） 
1.908 
(7.0） 
2,208 
(7.4） 
2.644 
(8.1） 
3.104 
(9.0） 
3.722 
(10.0） 
4.490 
(11-0） 
イ
ギ
’
ノ
ス
847 
(7.2） 
1.974 
(7.8） 
2,147 
(7.8） 
2.477 
(8.3） 
3,234 
(9.9） 
3,554 
(10.3） 
3,824 
(10.3） 
4.172 
(10.3） 
ス
イ
ス
2５ 
(0.2） 
6９ 
(0.3） 
8２ 
(0.3） 
164 
(0.5） 
260 
(0.8） 
388 
(11） 
553 
(15） 
672 
(１７） 
デ
ン
マ
ー
ク
3２ 
(0.3） 
4２ 
(0.2） 
4９ 
(0.2） 
4８ 
(0.2） 
6７ 
(0.2） 
9５ 
(0.3） 
116 
(0.3） 
133 
(Ｕ３） 
ノ
ル
ウ
ェ
ー
(0.2） 
5１ 
(0.2） 
5３ 
(0.2） 
8３ 
(0.3） 
9４ 
(0.3） 
108 
(0.3） 
123 
(0.3） 
Ｐ－Ｌ 
1４ 
1４ 
『】
F
T
 
L■ 
ｙ
Ｍ
１
で
〃
］
ヨ
ー
■
０ 
8
９
３
０
１
１
０
－
３
４
［
 
ヨ
’
８
－
７
６
９
１
９
４
７
０
１
１
０
３
]
[
］
３
－
１
２
０
１
８
３
８
 
可、。
KII 
(注）（１）残高＝外国向けの純資本流出額＋外国で護得され現地で再投資された利益（ただし，他人資本を調達して得た
分を含まない)．
資料：SurveyofCurrentBusiness,ｅａｃｈAugust，1960～1964．
マ
ー
ト
＜
簔
錦
｣
J
＝
爵
韓
潅
（
当
）
１
屑
早
ス
ベ
イ
ン
3１ 
(0.3） 
4４ 
(0.2） 
4８ 
(0.2） 
5３ 
(0.2） 
5９ 
(0.2） 
7６ 
(0.2） 
9０ 
(0.2） 
155 
(0.4） 
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
7９ 
(0.7） 
179 
(0.7） 
181 
(ｑ７） 
187 
(0.6） 
226 
(0.7） 
291 
(0.8） 
344 
(0.9） 
374 
(0.9） 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
計
1,733 
(14.7） 
4,151 
(16.3） 
4,573 
(16.7） 
5,324 
(17.8） 
6.681 
(20.4） 
7僻742
(22.3） 
80930 
(24.0） 
10,340 
(25.4） 
カ
ナ
ダ
3,579 
(30.4） 
8,769 
(34.5） 
9.470 
(34.6） 
10.310 
(34.6） 
11,198 
(鍵.2）
11.602 
(33.5） 
12.133 
(32.6） 
13,044 
(32.1） 
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
4,445 
(37.7） 
7,434 
(29.3） 
7,751 
(28.3） 
8.120 
(27.2） 
8β87 
(25.6） 
8,236 
(23.8） 
8.424 
(22.6） 
8,662 
(2L3） 
ア
ブ
リ
カ
287 
(2.4） 
664 
(2.6） 
746 
(2.7） 
833 
(2.8） 
925 
(2.8） 
1.064 
(3.1） 
1,271 
(3.4） 
1,426 
(3.5） 
ト
ー
打
’
5８ 
(ｑ５） 
109 
(0.4） 
107 
(0.4） 
125 
(0.4） 
116 
(0.4） 
1４１ 
(0.4） 
174 
(0.5） 
221 
(0.5） 
そ
の
他
943 
(8.0） 
2,357 
(9.3） 
2,669 
(9.7） 
3,003 
(10」）
3,296 
(10.1） 
3,546 
(10.2） 
3,968 
(10.7） 
4.422 
(10.9） 
世
界
合
計
11.788 
(100.0） 
25,394 
(100.0） 
27,387 
(loqo） 
29β27 
(1000） 
32.778 
(l0qO） 
34`667 
(100.0） 
37,226 
(100.0） 
40.686 
(l0qo） 
ト
ジ
ァ
’
1,001 
(8.5） 
2.019 
(8.0） 
2.178 
(8.0） |鴛)’
2,291 
(7.0） 
2.477 
(7.1） 
2,500 
(6零7）
2,793 
(6.9） 
第５表主要資本主蔽諸国の工業品輸出に占めるシェア
(％） 
960 1９５７ ベトナム戦争と世界経済（上）
28.7 
172 
37.1 
16.7 
７．６ 
３．６ 
24」
15.5 
42.8 
18.8 
９．４ 
５．０ 
「１
[」【』
3.8 Ｒ】
rl 
L」
Ｆ
Ｌ
 
5．８１５．８ Ⅱ】
４
７
３
 
■
●
●
 
３
５
５
 
3.9 
6.7 
4.7 
(↑1:）上記１０力lKlのほか，スイス，スウェーデンをﾉﾉ11えた１２力lK1の資本:|：
錠世界Tlil》における柚１１１総額に,!iめる各llilの1t函を示す。
資料：Unite(lMlIions，Ｍ〔)llIhlyBullcIillo（SIatisIics，Mar、1966,
ＳｅｐＬｌ９６７． 
第６表主要涜本主義諸国の労働生産性指数
（1960年＝100）
]IＭｌＩＯＣ 
r］ 
L」
資料：１１本銀行「I]本経済を111心とする|凹際比較統計」l971fli5)]’３～
４ページ。
五
八
1９５５ 
アメリカ
イ二Ｆリス
ＥＥＣ 
四ドイツ
フ フ ンス
イタリア
ベルギ一
ルクセンブルク
オ フ ンダ
({水
力ナダ １８４７６２２７９８ 羽旧拓Ｍ８３６３４５１ 
１９６(Ｉ 1９６６ 
４３９４７３１５２６ ０●●●●●●●●● ２３４９８６６４８４ ２１４Ｉ ５９１３５９０４７２ ●●●●●●●●■●０ ０２５９８６６４９５ ２１４１ 
２ ６ ９ １ 
０８０５９８８１３３ ０●●●●●●●●Ｂ ３４４９８５５４７４ ２１４Ｉ 
アメリカ イギリス vIiドイツ フランス イタリア カブ・ダ [１本
'961 
1962 
1963 
196`’ 
'965 
1966 
1967 
1968 ４４８３００２０ ０●●●●●●□ ２８２８３５５１ ００１１２２２３ １１１１１１１Ｉ １２５１６４７１ ●。■●●■Ｃ●的Ⅲ恥旧旧Ⅳ加加Ｉ１１１１１１ 104.7 1105 116.3 125.6 132.6 137.2 1d15.3 1570 １０(1.7 110.6 117.6 123.5 131.8 1（IＬ2 149.4 16'1.7 ４５５７６１３４ ●●●●●●●● ７８３４４８９０ ０１２２３４５７ １１１１１１１Ｉ ９９６４２８８８ ●□●●●●●□ ５２７２８１１８ ０１１２２３３３ １１１１１１１Ｉ ２３４４３１０２ ●■●●①■●● ０３４９４３０７ １１２３４６９１ １１１１１１１２ 
第
７
表
ア
メ
リ
カ
の
工
業
品
貿
易
】
】
(単位100万ドル）
完
成
｡
。
完
成
。
。
(
注
）
（
１
）
加
工
食
品
（
飲
料
を
含
む
）
を
除
く
。
（２）カッコ内は輸出・輸入各総額に対する割合（影)。
資料：Ｕ､Ｓ､Dept、ｏｆＣｏｍｍｅｒｃｅ，HistoricalStatisticsoftheUS.,ColonialTimesto1970,1975,Ｐａｒｔ２，
ｐ,889．より算出。
Ｙ－ふく婁審｣Jヨ監韓漢（当）
1詞頁
輸
出
半
製
品
完
成
品
:十
輸
入
半
製
品
完
成
品
計
1946～49年平均
50～54年平均
55～57年平均
1958年
1959年
1960年
1961年
1962年
1963年
1964年
1965年
1966年
1967年
1968年
1.339（11.1） 
1,531（12.4） 
2.783（16.5） 
2.285（141） 
2.478（15.3） 
3.535（182） 
3,287（16.5） 
3.042（14.7） 
3｡348（15.1） 
4,090（16.1） 
4.114（15.6） 
4.368（15.0） 
4,489（14.6） 
5,117（15.2） ｊｊｊｊｊｊｊｊｊ，ｊｊｊｊ ４８８０４３６２３０７７９６ ●中●●Ｐ句□ｃｃのｅ□●⑤弱弱別弟訂別弱銘弱弱印釘帥駆くくくくくくくくくくくくくく 剛伽脱伽卿馴皿脳柵施伽剛伽川６７９９９０１２２４５６８１ １１１１１１１１２ 
8.138（67.5） 
8.534（69.2） 
12,045（71.3） 
11,690（72.1） 
11,805（72.7） 
14.109（72.5） 
14.389（72.0） 
15.107（72.9） 
15,836（714） 
18.355（72.0） 
19,334（73.2） 
21,131（72.7） 
23.161（75.6） 
26.153（77.8） ｊｊｊ，Ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ ９１０９３２２５３６４０８５ 巳●■●●Ｓｃ①⑪●句●●◆皿塑妬館幽鱒鍋飽飽、閉飽如虹くくくくくくくくくくくくくく ７０３１３３５７０５３１２１ ３０４９６９１７１４１３９４ ３５１１７４４６８００６５１ ０●，▽●Ｓｃ？●Ｃ９●●、 １２３３３３３３３４５房・芦、７
1,127（18.5） 
2.019（19.5） 
3.176（25.3） 
3,946（29.6） 
5.194（33.6） 
5.276（35.0） 
5.094（34.6） 
5,995（36.7） 
6,393（37.5） 
7.377（39.3） 
8,876（41.4） 
11710（45.7） 
13.091（48.7） 
16,897（50.9） ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊ ４５３５９２９２８９８７Ｐ。３如妬別認印弱研弱弱的“師的氾くくくくくくくくくくくくくく 姻川弧剛蜥川棚伽畑似捌測捌佃２４６７８８８９０１３７８４ １１１１１２ 
ベトナム戦争と世界経済（上）
一六○
一
九
五
○
年
代
末
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
優
位
性
の
明
ら
か
な
喪
失
過
程
に
対
応
し
て
、
西
欧
で
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
結
成
お
よ
び
そ
の
後
の
発
展
が
み
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
結
成
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
○
年
五
月
の
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ュ
ー
マ
ン
外
相
の
提
唱
に
な
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
六
カ
国
の
石
炭
、
鉄
鋼
の
共
同
管
理
構
想
を
具
体
化
し
て
五
二
年
七
月
に
発
足
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
の
創
設
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
そ
れ
自
体
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
冷
戦
を
契
機
と
し
て
、
西
欧
を
反
ソ
・
反
共
の
防
壁
た
ら
し
め
る
べ
く
提
唱
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
、
西
欧
側
に
四
八
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
ヨ
ーロッパ経済協力機構（ＯＥＥＣ）にその起源を求めることができよう。アメリカの世界戦略の一端を担うべく生誕
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
路
線
上
に
存
在
す
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
結
成
は
、
経
済
的
に
は
す
で
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
果
た
し
終
え
た
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
分
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
を
動
揺
さ
せ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
経
済
の
強
力
な
競
争
者
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
ＥＥＣのもつ関税同盟的性格が自由、無差別、多角というＧＡＴＴの理念に抵触するか否かをめぐって、ＥＥＣ成
立
当
初
、
多
く
の
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
対
外
共
通
関
税
の
設
定
が
域
外
に対する差別関税として、特に国際競争力の低い発展途上国との貿易に重圧となったことは明らかである。また他方
で
は
、
対
先
進
国
と
の
関
係
で
は
、
そ
れ
は
多
く
の
商
品
に
つ
い
て
の
差
別
関
税
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
先
進
国
に
逆
に
関
税
引下げへの圧迫となり、のちの関税一括引下げ方式、つまりケネディ・ラウンドをよび起こしていくのである。伝統
的
に
高
率
関
税
を
維
持
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
三
四
年
に
成
立
し
た
互
恵
通
商
協
定
法
を
延
長
を
重
ね
て
擁
護
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
六
二
年
に
い
た
っ
て
通
商
拡
大
法
を
成
立
さ
せ
、
前
述
の
関
税
一
括
引
下
げ
方
式
に
対
す
る
大
統
領
の
権
限
付
与
を
承
認
す
る
措
置
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
差
別
関
税
に
対
処
す
る
方
策
を
明
確
に
し
た
。
他
方
、
イ
ギ
リ
ス
は
第
８
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
○
年
代
たのである。
第８表世界準備におけるドルとボンド
（単位100万ドル）
ベトナム戦争と世界経済（上）
資料：ＵＮ
１９６２ 
MonthlyBulletinofStatistics，Ａｕｇｕｓｔ＆Dec． 
前
半
ま
で
世
界
貿
易
に
お
け
る
国
際
的
決
済
手
段
と
し
て
の
ポ
ン
ド
を
、
ド
ル
に
対
し
て
優
位
を
保
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
五
六
年
以
降
、
そ
の
優
位
性
は
崩
れ
、
世
界
経
済
に
占
め
る
従
来
の
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
上
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
よ
り
抜
け
出
し
て
結
成
さ
れ
た
強
力
な
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
六
○
年
に
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
み
ず
か
ら
盟
主
と
し
て
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
成
立
せ
し
め
る
に
い
た
っ
て
、
西
欧
は
二
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦
、
他
方
で
は
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
う
二
大
勢
力
の
盟
主
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
は
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
結
成
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
特
恵
制
維
持
と
、
ド
ル
に
追
わ
れ
た
ポ
ン
ド
の
信
認
を
回
復
し
、
ひ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
的
発
言
力
の
墹
大
へ
の
夢
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な
関
税
同
盟
を
と
ら
ず
、
自
由
貿
易
地
域
方
式
を
と
っ
た
所
以
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
て
政
治的意図をもったものであった。
こ
う
し
て
、
す
で
に
述
べ
た
西
欧
通
貨
の
交
換
性
回
復
に
よ
っ
て
、
ｌ
Ｍ
Ｆ
ｏ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
理
念
と
す
る
自
由
、
無
差
別
、
多
角
主
義
の
世
界
的
条
件
が
整
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
同
時
に
そ
の
理
念
の
実
現
を
阻
害
す
る
条
件
と
も
な
っ
た
の
は
歴
史
の
弁
証
法
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
る
一一ハー
金準備 外貨準備 うちドル準備 ポンド準備
１２３４５６７ ５５５５５５５ ９９９９９９９ １１１１１１１ 
８ ５ ９ １ 
９０１ ５６６ ９９９ １１１ 
33,940 
33,940 
340375 
34,985 
35,460 
360095 
37,350 
38,075 
37,870 
38,050 
38,880 
15,035 
150755 
17,185 
180150 
18,565 
19,355 
190642 
19`230 
19,175 
21,660 
22,555 
９９９９１６０７９４ ０４０５７００５１２ ０２００８６３５４５ ▲■●▽■□▲■●▼、》。■。■●Ｐ●４５６７７８８８９０ １ 
４ ０ １ ■ １ １ ５６３７２８２５８７０ “印鯛朗叫皿犯妬卿弱閖、９▽３Ｄｂ７０，０９８７７７７７７６７７７ 
一九五七’五八年にかけて戦後最大の落ち込みをみせたアメリカ経済が徐々に立ち直りをみせつつあったとはいえ、
ま
だ
不
況
色
が
強
い
ざ
な
か
の
一
九
六
一
年
初
頭
、
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
旗
手
と
し
て
大
統
領
に
就
任
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
国
内
的
に
は
完
全
雇
用
と
よ
り
急
速
な
経
済
成
長
と
を
掲
げ
て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
不
況
を
打
破
し
、
ま
た
対
外
的
に
は
、
国
際
収
支
の
改
善
を
通
じ
て
ド
ル
価
値
の
堅
持
と
を
調
い
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
八
年
に
ア
メ
リ
カ
の
工
業
生
産
は
対
前
年
比
で
七
・
五
％
も
減
退
し
て
、
戦
後
に
お
い
て
過
去
二
回
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た
四
九
年
六
・
五
％
、
五
四
年
六
・
○
％
を
大
幅
に
上
回
る
戦
後
最
大
を
記
録
し
た
し
、
失
業
率
も
五
八
年
に
戦
後
最
高
の
六
・
八
％
を
示
し
、
五
九
、
六
○
両
年
に
は
低
下
し
た
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
五
・
五
％
の
高
率
を
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
国
際
収
支
に
お
い
て
も
、
前
年
の
黒
字
か
ら
一
転
し
て
一
九
五
ハ
年
に
は
戦
後
最
大
の
三
五
億
ド
ル
も
の
赤
字
を
出
す
に
い
た
り
、
そ
れ
以
後
三
○
億
ド
ル
台
の
赤
字
を
続
け
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
金
流
出
が
大
量
に
み
ら
れ
て
、
五
ハ
年
だ
け
で
二
四
億
ド
ル
、
翌
五
九
年
に
は
三
○
億
ド
ル
が
流
出
し
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
金
保
有
高
も
五
九
年
に
は
二
○
○
億
ド
ル
を
割
っ
て
、
一九五億ドルに大幅に減少していた。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、
就
任
直
後
の
一
九
六
一
年
一
月
三
○
日
、
一
般
教
書
を
発
表
し
、
そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
経
済
の
現
況
は
混
乱
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
七
カ
月
の
景
気
後
退
、
三
年
半
の
不
況
、
七
年
に
わ
た
る
経
済
成
長
の
縮
小
、
九
年
間
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
一一ハーー
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
は
資
本
主
義
に
固
有
の
発
展
の
不
均
等
性
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
不
均
等
性
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
介
入
が
深
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
四
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
費
の
増
大
と
ア
メ
リ
カ
経
済
しかし、他方では、ベトナムにおいてはきわめて険悪な状況が発生していたのである。それはアメリカがひき起こ
し
た
と
す
ら
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
四
年
七
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
ける植民地政策は終わりを告げたが、その協定はベトナム、ラオス、カンボジアの独立を保障すると同時に、ベトナ
ムに関しては、北緯一七度線を境として南ベトナムを承認するが、二年以内（一九五六年七月二○日以前）に選挙に
よる南北ベトナムの統一をしなければならないというものであった。ところが、アメリカは親仏的なパオ・ダイ政権
を排除して、一九五五年一○月、親米的なかいらい政権であるゴ・ジン・ジェムを国家元首に祭り上げ、ジュネーブ
ベトナム戦争と世界経済（上）
一一ハーーー
の農民所得の低下のあとを受けて任務についたのである。企業の破産は、あの大不況以来、最高度に達している。一
九五一年以来、農民所得は二五％減縮した。一九五八年中の短期間を除けば、失業保険は史上最高である。約五五○
（１） 
万人のアメリカ人失業者中、一○○万余が四カ月余り職を探している。」アメリカ経済のこうした困難な状況のなか
で、ケネディは大統領に就任したのであるが、さきに指摘したような国内外の経済政策の基調は、需要拡大による完
（２） 
全雇用の達成、ひいては経済成長を加速させるというもので、具体的には金融引き締めと財政拡張Ⅱ赤字財政の推進と
に
よ
っ
て
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
高
金
利
の
も
と
で
外
国
資
本
を
引
き
付
け
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
本流出を抑えることによって、国際収支改善策を講じようという狙いであり、財政膨張策は積極的な赤字財政への転
換をはかることを通じて、税制改革、減税等に代わって、意識的に経済成長促進を展開していこうとしたものである。
（１）「世界週報」一九六一年二月一四日号、三二ページ。
（２）餌・の【のご》勺『の⑫丘の目四』向８コ○日】８．巳匿・土志田征一訳「大統領の経済学」一九八五年、日本経済新聞社、一一○ペ
ージ。
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
結
成
と
踵
を
接
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
へ
の
政
権
の
交
代
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ト
ナ
ム
政
策
の
転
換
を
６
ひ
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
特
殊
戦
争
へ
の
蛎
躯
（５） 
峨
略
の
転
換
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
米
ソ
対
決
と
い
う
冷
戦
構
造
に
も
と
づ
く
従
来
の
核
戦
略
を
中
心
と
し
た
大
城
報
復
政
筑
は
、
一
九
五
九
年
初
頭
の
キ
ュ
ー
バ
革
命
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
三
世
界
の
氏
族
解
放
闘
争
に
対
応
し
え
な
い
と
す
る
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
中
国
、
北
ベ
ト
ナ
ム
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
第
三
世
界
を
対
象
と
し
て
、
い
か
な
る
形
の
戦
争
に
も
対
応
し
う
る
態
勢
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
「柔軟反応戦略」の一環としての特殊戦争が構想されていった。いわゆるゲリラ戦を主体とした戦争形態であって、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
一六四
協
定
を
無
視
し
て
「
南
」
ベ
ト
ナ
ム
の
固
定
化
を
は
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
民
族
の
分
断
政
策
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
背
反
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
の
決
定
そ
の
も
の
に
も
参
加
し
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
の
強
力
な
後
押
し
の
も
と
で
椎
（３） 
進
さ
れ
た
だ
け
に
、
全
く
「
国
際
信
義
」
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
膨
大
な
援
助
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た
ゴ
政
権
に
よ
る
農
地
改
革
は
、
大
土
地
所
有
の
復
活
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
工
業
化
政
策
も
、
結
局
ゴ
ー
族
を
中
心
と
し
た
少
数
の
資
本
家
、
官
侠
、
虹
人
な
（４） 
ど
へ
の
篇
の
集
中
に
終
わ
り
、
一
般
民
衆
の
窮
乏
化
が
深
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
南
ベ
ト
ナ
ム
内
に
お
け
る
反
ゴ
・
反
米
闘
争
が
激
化
し
て
い
く
な
か
で
、
し
だ
い
に
闘
争
そ
れ
自
体
が
当
初
の
地
方
・
分
散
的
な
も
の
か
ら
全
国
。
組
織
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
、
一
九
六
○
年
一
二
月
の
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
結
成
に
よ
っ
て
、
画
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
（
３
）
「
国
際
信
義
」
を
欠
く
と
い
う
点
で
は
、
一
九
六
○
年
一
月
に
総
額
三
九
○
○
万
ド
ル
（
一
四
○
億
四
○
○
○
万
円
）
に
上
る
賠
俄
協
定
を
ゴ
政
権
と
結
ん
だ
日
本
政
府
も
ま
た
、
同
罪
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
４
）
ゴ
政
権
に
よ
る
農
地
改
革
お
よ
び
開
発
政
策
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
谷
川
栄
彦
編
著
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
起
源
」
一
九
八
四
年
、
勁
草
書
房
、
第
三
章
第
一
節
を
参
照
せ
よ
。
ま
た
真
保
潤
一
郎
「
ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
」
（
卿
補
版
）
一
九
七
八
年
、
春
秋
社
、
第
二
部
第
二
章
をも参照されたい。
その担い手は、第二次大戦中の特殊部隊のベトナム版であった。しかし、あらゆる戦争に対応しうるという「柔軟反
応戦略」は、あらゆる形態の戦争を展開せざるをえないという自己拡大する論理を内包する。ゲリラ戦に対してはゲ
リラ戦的戦力を投入するまではよいが、それがいったん困難な状況に立ち至れば、局面打開のために新たな戦力の投
入をはかっていくことになる。こうして、「柔軟反応戦略」の一環としての特殊戦争は、戦線拡大を不可避とするも
ので、それが行きつく先はベトナム全土にわたる核兵器の使用である。
第９表米軍1W強状況 (人）
ベトナム戦争と世界経済（上）
資料：丸11I静雄『ベトナム戦争.11969
年，筑lIiEi!〃)，150ページ。
第１０表ベトナム作戦のための支出
（単位10億ドル）
資料：アメリカ商業会鍋所編『ベトナム戦後の'１１界
経済」（Ｈ１訳)1969（１２，ぺりかん社，２９ページ。
（
５
）
特
殊
戦
争
に
つ
い
て
は
、
谷
川
栄
彦編耕、前掲謝、
ニハページ以下、
丸
山
静
雄
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
’
九
六
九
年
、
筑
摩
書
一腿、一五六ぺ１
ジ
以
下
、
を
参
照
した。
以
上
の
よ
う
な
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れた新たな軍事戦略に
も
と
づ
く
ベ
ト
ナ
ム
介
入
－Ｌ・
ノ、
Iｉ 
時期 兵ﾉﾉ３Ｍ;数
1960年５ノ1
1961年６月
1２月
1962年２月
1２月
l963fI:６月
1964年６月
12月
1965年２月
６月
1２月
1966年２月
６月
1２月
327 
685 
1,360 
4,000 
9,865 
12,000 
16,000 
230300 
23,500 
54.000 
181,000 
215.000 
267,OOO 
37LOOO 
会計年度 文111額 増力Ⅱ1WＩ
1965 
1966 
1967 
1968(}ＩＩｉ計）
1969(推計） １８１５８ ◆●ｃ●● ０５０４５ ２２２ 0.1 5.7 IＭ 4.`１ １．３ 
マーふく簔錦ｊＪ劃爵謹潅（弓）
Ｋ{く
第
１
１
表
ア
メ
リ
カ
の
財
政
規
模
と
国
防
受
(単位10億ドル）
国
民
総
生
産
Ｃ） 
］ 
.、
1Ｚ 
】
=
Ｆ』
Ｗ
 
９６［ 
Ｗ
ｌ
ノ
3７ 
舵
】■
]６１ 
】６ユｕ
可９
』５
資料：Ｕ､Ｓ､Dept，ｏｆＣｏｍｍｅｒｃｅ，HistoricalStatisticsoftheUnitedStates，ColonialTimestol970，1975,
ｐ,２２４，ｐ､1105.ｐ､1116. 
会
計
年
度
餓
入(A） 
議
出(B） 
収
支
尻
(AI－(B） 
j攻府債務残高
国
民
総
生
産
(C） 
国
防
費(､） 
、／Ｂ
(影）
Ｄ／Ｃ 
(影）
1955 
1956 
1957 
1958 
1959 
1960 
1961 
1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 Ｐ・Ｐ。（Ｕ〔０？》Ｐ。４句ｌ〈０７（己。）【。【ｌｎｂ庁ｌ●●●●●●●●■■巳●●●の印筋測別ね門蛇孤船舶⑫妬釦偲認駅銘１１１１１１１１ 言。５７６１２８８３６４７３８壱○６●Ｃ●ｃｃＧＢ●■ｃｃ●■●の■閉扣而馳駆蛇師帖、咀肥弘路沼型鮠１１１１１１１１１ 
－３．０ 
4.1 
3.2 
－２．９ 
－１２．９ 
0.3 
－３．４ 
－７．１ 
－４．８ 
－５．９ 
－１．６ 
－３．８ 
－８．７ 
-25.2 
3.2 
－２．８ ４８４７８９９３８８２５３８１６ ■●■■●■凸●●ＤＣ己。■●●４２２９７０２３０６３９１９７２ 釘訂酊酊館釣鯛釦虹剖詑詑鈍記記銘０２１３７７１３５４９９９２３１ 棚仙側川棚細剛刷釧醐伽川棚脳捌〃２３８４６９４１３６６８１５２３ の●●ＰＣＢＧ●●■□。●亡●●如如蛆製妬妬〃副馳弱鱒舶扣帥副帥７２８８６８５８０２９２３００８ □Ｂ■の●●Ｐ●●●●●●●●白銘訂弱弱別組姶灯切妬劉蛇製妬盤如１６７９６１１１９５２６８３７２ ■■●●●ｐ●●■●●●■Ｃ◆Ｓ ０９９９９９９９８８７７８９８８ １ 
政
策
は
、
必
然
的
に
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
戦
力
増
強
と
戦
費
増
大
を
余
儀
な
く
す
る
。
米
躯
の
増
強
状
況
は
第
９
表
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
戦
費
に
つ
い
て
は
、
「
国
防
予
算
の
基
本
項
目
は
、
各
項
目
中
の
ベ
ト
ナ
ム
関
係
部
分
を
別
途
に
分
け
て
示
し
て
い
な
い
」
の
で
、
推
計
で
示
す
し
か
な
い
と
し
つ
つ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ウ
ィ
ー
デ
ン
バ
ウ
ム
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ
販
兵
且
平
均
一
人
当
た
り
年
間
洗
川
（
二
万
三
○
○
○
ド
ル
）
か
ら
推
計
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ベ
ト
ナ
ム
耶
耶
支
出
を
、
一
九
五
四
’
六
○
年
度
平
均
一
五
○
○
万
ド
ル
、
六
一
年
度
一
八
○
○
万
ド
ル
、
六
二
年
度
三
一
○
○
刀
ド
ル
、
六
三
年
度
二
価
二
七
○
○
万
ド
ル
、
六
四
年
度
三
億
八
一
○
○
万
ド
ル
と
（６） 
算
川
し
て
い
る
。
六
五
年
度
か
ら
の
戦
費
に
つ
い
て
は
第
川
表
で
一
亦
し
て
お
い
た
が
、
六
五
年
度
の
戦
費
一
億
ド
ル
に
つ
い
て
、
同
教
授
は
「
こ
の
数
字
は
、
同
年
中
に
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
メ
リ
カ
軍
兵
員
が
二
万
三
三
○
○
人
か
ら
一
○
万
三
○
○
○
人
に
墹
加
し
た
事
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
軍
事
費
の
大
き
な
部
分
は
、
レ
ギ
ラ
ー
の
軍
事
作
戦
費
か
ら
支
出
さ
（７） 
れ、またはすでに購入ずみであった兵器・丘〈たん物資の在庫の引き出しによって調達された」とコメントしている。
そ
れ
は
と
も
角
、
六
六
年
度
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
費
は
急
増
し
、
同
年
度
に
五
七
億
ド
ル
、
翌
六
七
年
度
に
一
四
四
億
ド
ル
も
の
増
加
が
み
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
費
の
増
大
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
実
、
国
防
費
も
ま
た
急
速
に
噌
加
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
六
○
年
度
に
四
五
九
億
ド
ル
で
あ
っ
た
国
防
費
は
、
年
々
膨
張
し
て
六
四
年
度
に
は
五
三
六
億
ド
ル
と
な
り
、
六
五
年
度
に
は
前
年
度
よ
り
四
○
億
ド
ル
減
少
す
る
も
の
の
、
六
六
年
度
か
ら
再
び
墹
加
を
み
せ
、
六
七
年
度
に
は
七
○
○
億
ド
ル
を
超
え
、
翌
六
八
年
度
に
八
○
五
億
ド
ル
に
達
し
た
（
第
Ⅱ
表
参
照
）
。
こ
の
結
果
、
五
○
年
代
後
半
か
ら
六
○
年
代
前
半
に
か
け
て
、
迎
邦
歳
出
お
よ
び
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
占
め
る
剛
防
我
の
比
麺
の
漸
減
傾
向
が
逆
転
し
て
、
六
○
年
代
後
半
に
そ
の
ツ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
い
る
。
六
○
年
代
後
半
に
お
け
る
国
防
謎
の
著
墹
に
つ
い
て
、
ウ
ィ
ー
デ
ン
パ
ウ
ム
教
授
は
、
「
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
ピ
ー
ク
を
除
け
ば
、
有
史
以
来
の
規
摸
で
あ
っ
た
。
対
外
顛
事
援
助
を
除
け
ば
、
全
軍
事
支
出
は
朝
鮮
事
変
の
ピ
ー
ク
よ
り
三
分
の
二
高
く
、
朝
鮮
事
変
後
の
最
ベトナム戦争と世界経済（上）
一六七
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
一六八
（８） 
低の約一一倍と推定される」と言っている。
（６）（７）富ト・ゴの）Ｑ８ケ目且『日ロ囚貝・｛ぐ】§四日三日・ロ少日の１８口Ｐ。。。且．】Ｃｓ邦訳、経済企画庁「海外経済月報」
昭和四二年一○月号所収、二ページ。
（８）旨・Ｐ・ゴの】９８ワロロョごＱ・邦訳、前掲誌、三ページ。
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
一
九
六
一
年
二
月
か
ら
工
業
生
藤
が
上
向
し
始
め
た
が
、
し
か
し
、
全
体
と
し
て
な
お
停
洲
基
調
か
ら
脱
し
き
れ
ず
、
本
格
的
に
拡
大
を
迎
え
る
の
は
六
三
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
以
後
六
六
年
末
ま
で
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
上
昇
が
実
現
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
お
よ
び
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
械
極
的
な
赤
字
財
政
を
基
調
と
す
る
経
済
拡
大
策
を
講
じ
、
具
体
的
に
は
一
○
○
億
ド
ル
に
上
る
大
幅
な
減
税
政
策
を
は
じ
め
、
七
％
の
新
規
設
備
投
資
に
対
す
る
税
控
除
、
資
本
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
金
利
政
策
、
減
価
償
却
期
間
の
短
縮
、
失
業
保
険
制
度
の
拡
充
、
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
政
策
な
ど
を
通
じ
て
、
高
成
長
政
策
を
打
ち
出
し
た
結
果
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
賀
の
墹
大
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
国
防
支
川
の
膨
張
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
Ｈ
・
ス
タ
イ
ン
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
「
第
二
次
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
に
は
生
産
が
例
外
的
に
急
上
昇
し
た
時
期
が
二
回
あ
っ
た
。
一
つ
は
朝
鮮
戦
争
時
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ケ
ネ
デ
ィ
Ⅱ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
減
税
後
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
ピ
ー
ク
に
さ
し
か
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
支
配
的
な
要
因
は
戦
費
の
調
達
か
ら
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
総
需
要
の
高
ま
り
だ
っ
た
と
は
っ
き
り
結
論
（９） 
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
二
向
っ
て
い
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
Ⅱ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
当
座
の
「
功
績
」
が
「
戦
費
の
調
達
か
ら
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
総
需
要
の
高
ま
り
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
「
よ
り
多
く
の
資
源
を
民
間
部
門
か
ら
政
府
部
門
（い）
に振り向ける」ことによって、連邦政府の対ＧＮＰ支出を六四年末の二○％から六七年半ばには一一一一一％に上昇させた
ほ
か
、
「
ア
メ
リ
カ
経
済
全
体
と
し
て
の
問
題
、
虹
事
予
算
編
成
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
柵
造
変
化
、
そ
れ
に
関
連
す
る
戦
略
物
資
産
一
九
六
七
年
四
月
末
、
「
ベ
ト
ナ
ム
支
出
の
経
済
的
影
響
」
と
題
し
て
公
聴
会
を
開
い
た
米
上
下
両
院
合
同
経
済
委
員
会
に
証
人
と
し
て
出
席
し
た
ウ
ィ
ー
デ
ン
パ
ウ
ム
教
授
は
、
．
九
六
六
年
一
月
の
予
算
教
謝
で
は
六
七
年
度
（
六
六
年
七
月
’
六
七
年
六
月
）
の
ペ
ト
ナ
ム
戦
費
を
約
一
○
○
億
ド
ル
と
見
積
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
偉
大
な
社
会
建
設
、
つ
ま
り
大
砲
と
バ
タ
ー
の
政
策
は
両
立
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
事
実
は
六
七
年
度
の
戦
費
は
二
○
○
億
ド
ル
に
も
及
び
（
第
川
表
参
照
１
１
引
川
者
）
、
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
経
済
は
六
六
年
に
需
要
イ
ン
フ
レ
を
招
き
、
さ
ら
に
こ
の
需
要
イ
ン
フ
レ
が
土
台
と
な
っ
て
六
七
年
に
は
コ
ス
ト
イ
ン
フ
（Ⅲ） 
しの脅威が増大することになった」と述べている。こうして、「ベトナム戦争によって歯止めのきかなくなったイン
フ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
砲
と
バ
タ
ー
の
政
策
」
は
あ
え
な
く
破
綻
す
る
に
い
た
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
と
っ
て
の
「基本的な問題は、政府がわずかな、あるいは一時的なものであれ、経済不振のいかなる兆候にも失業の増大につな
が
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
き
わ
め
て
神
経
質
に
反
応
し
、
そ
の
よ
う
な
兆
候
が
現
れ
よ
う
も
の
な
ら
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
政
策
を
堅
持
（Ⅲ） 
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
り
、
「
政
府
は
一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
に
か
け
て
引
き
締
め
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
を
と
り
わ
け
い
や
が
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ
う
す
る
こ
と
で
政
府
が
深
く
関
与
し
て
い
た
二
つ
の
課
題
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
を
恐
れ
ベトナム戦争と世界経済（上）
一六九
業への大きな影騨、防衛発注の地理的配分の変化、国際収支の悪化等」、「多くの方面でアメリカ経済に影稗を及ぽ
（Ⅲ） 
す」ことになったからである。とりわけ、「一九六五年半ばから六六年半ばにかけて、ベトナム戦争の急速な拡大に
（脳）
より直面するにいたった経済全体としての問題のうちで、主要なものはインフレーションであった。」こうして、ベ
トナム戦費の急墹、それを賄うための国俄の発行はインフレーションの顕在化を促すものとなった。
（９）四・の回Ｐザーロ・邦訳、一一八ページ。
（、）（Ⅲ）（皿）アメリカ商業会議所編、邦訳二八ページ。
第１２表アメリカのベトナム支出がＧＮＰと失業に及ぼした影轡
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
]８６５１７.（ 
弧 rl L｣ 
資料：ミシガン大学数111経済研究セミナーi'''１定（｢１１本経済新'１１１」昭iM2fl2
８ﾉ13011よりリ'１１１)。
第１３表アメリカ軍叩予算の変化
（注）ｌ））|(ﾘI費の残りは，１１(の兵たんYH，調査研究費，１１〔１１i援助Y1l，
退職軍人支払に当てられる。
資料：Ｍ､Ｌ､Wei〔lollI〕aum，ＩｍＩ〕actofViotnall］WaronAmerican
Ecol】oｍｙ，1967，経済企画庁１.梅外経済))報」1967ｲI:10月号訳載，
１７ページによる。
最○製れわのも爽重も失iljll戦しべ社た
高・造てた三一、点繋業よ兼てト会か
を五工きつ゜九こを退こり時、ナーら識騨鱗iHl:§し以ハ、み年と矢り政払時フ、￣一億、来年まな’''１同業、策つにし朝こつ大
アの九たさに率率事のては仰鮮うはな
1966年
Ⅱ lＨ 1Ｖ 
６２ ４１ ５２ 
９ ７ ０７７ 
８１ ３５ １３８８６ 印加旧３ａ７７ ０ ２ ６ ３７８２ 妬肥３６１０ ７７ ５５ ５９ ６５ ５ ７ ２ ７７ ７７ ０● ３７ 国防文１１１（億ドル）ＧＮｌ〕（突縦，億ドル）ＯＮＩ)（ベトナム控除）失業率(実縦鮓形）失業率（ベトナム控除） 配肥４６ ８８８ ㈹４４６６ １ ９ ４ ９２７０ 犯加４凪ＩＤ ６６ ７５ ０６ ５８ ５５ｌ 即４ｈ● ６ 
Ｖ Ｉ 
５ ２ ５ 
４１ ４５ ０９ ００ ７６ 
１ ５ 
ilf事ブノの極jMi 1962年度（冷戦） l967jl;度(ベトナム戦争）
全iIi戦争能ブノ
戦略攻撃部隊
大陸航空・ミサイル部隊
小 ｉｉｌ 
89億ドル29.8％
2３７．７ 
112３７．５ 
)71億
７１ 
ドル｝ 16.5％ 
16.5 
限定戦争ＩｉＥブノ
一般部隊
航空輸送と海」を輸送
小；Ｉ
175億ドル58.5％
1２‘1.0 
187６２５ 
342億ドル80.0％
1５ 
358８ａ５ 
；|】）ＺＸ 【二J 299億ドル100.0％ 429億ドル100.0％
メ
リ
カ
の
消
費
者
物
価
は
、
五
○
年
代
お
よ
び
六
○
年
代
前
半
に
き
わ
め
て
安
定
し
て
お
り
、
一
九
五
六
’
六
○
年
平
均
二
・
○
％
、
一
九
六
一
’
六
四
年
平
均
一
・
二
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
物
価
変
動
は
、
六
六
年
に
い
た
り
二
・
九
％
に
急
上
昇
し
、
続
い
て
六
七
年
二
・
八
（旧）
％、六八年四・一一％に高まっていった。
（
⑬
）
「
日
本
経
済
新
聞
」
一
九
六
七
年
八
月
三
○
ｎ
号
。
（ｕ）（旧）函・の〔のすご□・邦訳一二九ぺ１ジ。
（肥）四・ｍ［のご・旨Ｐ邦訳一一二○ページ。
（Ⅳ）失業率については、ロ・の・月ロ：｛○・回目ｑ８四⑳８副８－ｍ目『の口８・【岳のご員巴の日，］し引・勺・］鼠・
（旧）消費者物価については、日本銀行、前掲書、昭和四一年版九四ページ、昭和四五年版七七ページ。
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
下
の
ア
メ
リ
カ
経
済
に
つ
い
て
、
前
述
の
米
上
下
両
院
合
同
経
済
委
員
会
公
聴
会
に
出
席
し
た
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ダ
ニ
エ
ル
。
Ｂ
・
ス
ー
ツ
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
追
加
国
防
支
出
が
米
国
経
済
全
体
の
追
加
需
要
を
ひ
き
起
こ
す
度
合
い
は
一
・
八
五
倍
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
ド
ル
の
追
加
国
防
支
出
に
対
し
て
は
、
常
に
平
均
八
五
セ
ン
ト
の
新
た
な
消
費
物
資
生
産
が
刺
激
さ
れ
る
わ
け
だ
。
言
い
か
え
る
と
、
も
し
二
○
○
億
ド
ル
の
追
加
国
防
支
川
が
行
わ
れ
れ
ば
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
合
計
約
三
七
○
億
ド
ル
に
ふ
え
る
計
算
に
な
る
。
」
さ
ら
に
「
ま
た
現
在
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
を
一
万
ド
ル
増
加
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
労
働
力
は
、
ち
ょ
う
ど
一
人
．
一
年
間
の
労
働
蚊
で
あ
る
と
計
算
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
○
○
億
ド
ル
の
追
加
国
防
支
出
が
作
り
川
（旧）
す
新
た
な
雇
川
は
約
三
七
○
万
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
こ
の
点
か
ら
、
ス
ー
ツ
教
授
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
費
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
お
よ
び
失
業
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
第
、
表
の
よ
う
に
算
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
五
年
の
第
１
・
四
半
期
か
ら
六
六
年
第
４
・
四
半
期
ま
で
の
国
防
支
出
は
一
七
三
億
ド
ル
増
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
一
・
八
五
の
乗
数
値
を
掛
け
れ
ば
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
増
加
分
は
三
二
○
億
ド
ル
、
し
た
が
っ
て
雇
用
創
出
は
三
二
○
万
人
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
失
業
率
も
ベ
ト
ナ
ム
控
除
を
前
提
に
す
れ
ば
同
期
間
に
四
・
八
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
世
界
経
済
（
上
）
一七一
ベトナム戦争と世界経済（上）
一七二
％から七・七％に燗大したはずなのに、実績では三・七％にむしろ減少するにいたったのである。スーツ教授は「こ
れはあくまで計算上の結論」だとは断ってはいるものの、ベトナムへの駆馴介入にもとづく国防費の著墹がＧＮＰ、
失
業
率
、
総
じ
て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
総
体
に
大
き
な
影
騨
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
（
皿
）
「
日
本
経
済
新
附
」
一
九
六
七
年
ハ
月
三
○
日
号
。
また、すでにふれたように、スーツ教授とともに同委員会に出席したウィーデンパウム教授は、アメリカの躯事費
支出の変化に注目しつつ、「第三次世界大戦を想定した全面戦争対処型の能力の開発、維持」から、「ベトナムの限定、
（、）
局地戦で実際に使用される兵器、装備の生産」へ移行したとし、軍事予算に占める全面戦争川兵力のシェアは、一九
六二年に比べて六七年には半分以下に下がっていると指摘している（第咀表参照）。これを全軍需調達の製品種類の
変動からみると、Ⅲ戦車、武器、弾薬、その他在来型の戦闘用兵器に投入される資金量が過去五年間で二倍となった。
のミサイルの亟要性が絶対的にも相対的にも大幅に削減された。③長距離戦略爆撃機から戦略的航空機、特に超音速
（別）
戦闘機とヘリコプターへ方向転換した（第ｕ表参照）。したがって、「一般的に、獺事予算は朝鮮事変当時の方によく
似ており、ソ連と対決する近年のそれとはあまり似ていない。」こうした変化の結果、自動車、機械、繊維、衣料、
ゴ
ム
な
ど
の
軍
需
部
門
が
重
要
性
を
増
し
、
一
九
六
六
年
度
だ
け
で
弾
薬
二
七
○
％
、
衣
料
と
繊
維
二
四
○
％
、
戦
車
と
車
輌
八
○
％
、
〈唾）
食
料
六
○
％
の
生
産
墹
大
が
み
ら
れ
た
。
（卯）（Ⅲ）（皿）富・Ｐ・ゴの丘のご日ロ日冒口・邦訳、前掲誌一七’一九ページ。なお、「日本経済新聞」一九六七年八月三○日号
（卯三ｍ）（皿）富・
をも参照せよ。
九
六
五
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
墹
強
は
、
以
上
の
よ
う
に
足
早
や
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
第１４表軍需烟達の製品種類の変化
ベトナム戦争と世界経済（上）
ｑ
】粥
iH1 
L｣ 
旨ドル１０００％
資料：Ｍ､Ｌ､Weidenbaum，ibid・邦訳，18ページ。
第１５表賃金，生産性および単位労働費用の年間変化率
(％） 
資料：CommitteeforEcoI1omicDevelol)ment，’1,hoNational
Economyand'l1heVieII1amWar、1968．邦訳，経済企画庁
「ｶﾞﾘ外経済Ⅱ報」lllIfU43年６)１号所収，２１ページ。
た
が
、
「
そ
の
主
要
な
原
因
は
、
単
位
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
率
が
向
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
時
間
当
ず
、
一
人
．
時
間
当
た
り
生
産
の
増
加
が
著
し
く
鈍
化
し
た
こ
と
に
よ
（羽）
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
策
応
表
参
照
）
そ
の
結
果
、
経
済
誌
間
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）
の
賃
金
・
物
価
ガ
イ
ド
ポ
ス
トが事実上崩壊した。
そ
れ
ま
で
は
、
生
産
性
一七三
た
り
賃
金
が
大
幅
に
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
朝鮮戦争
(l952l1H度）
冷戦
(l962II{度）
ベトナム戦争
(1967年皮）
梢巧な武器
航空機
ミサイル
エレクトロニクス
小 計
131億ドル45.7％
４１．４ 
1３４．５ 
Ｍ８５１．６ 
64億ドル35.7％
4７２６，３ 
１５８．４ 
126７０．４ 
98億ドル39.8％
２１８．５ 
１２４．９ 
1３１５３．２ 
在来ｌｌＩ１武器
艦船
兵器
その他
小計
18億ﾄﾞル6.3％
9２３２．１ 
２９１０．０ 
1３９４８．４ 
22億ドル12.3％
2３１２．８ 
８４．５ 
5３２９．６ 
24億ﾄﾞル9.8％
6５２６．４ 
２６１０．６ 
115４６．８ 
iil・ノエ０定】 287億１勺し100.0％ 179億 100.0 246億ドル100.0％
1961～1965 1965～１９６６ 1966～1967 
民''１１部'１Ｉ全体
平均時’１１１賃金
１人．Ⅱ#''１１当り生産
111位労（ｂｉ費１１１ ４８５ ４３０ ｇｊＪ ６３３ ０４５ ６１４ 
製造業
平均時’'１１賃金
1人・時lIll当り生藤
111位労働費１１１ ６６０ ●●● ３４１ ９２７ ４２２ １９ｌ ●■● ６０５ 
ベトナム戦争と世界経済（上）
一七四
上昇傾向とほぼ同一歩調をとっていた賃金上昇が、一九六五年央からの消費者物価の急上昇によって、生産性上昇の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ａ
の
ガ
イ
ド
ポ
ス
ト
は
三
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
「
一
九
六
（別）
六年中広範囲に破られ、諸物価はコスト圧迫のない場〈ロでさえ騰貴した。」その背景の一つに、ベトナム戦争への徴
兵による労働力不足、特に技術者・熟練工などの不足が深刻化したことが指摘できよう。そして、その結果は労働生
産性の低下にもとづく国際競争力のいちじるしい減退であり、ひいては国際収支のいっそうの悪化であった。
（泌）○・目算庁のの旨Ｐ・ロ・目、□のぐの一・日の月忌のｚ島・目｝Ｐ・口。且§□目①ヨの曰囚ヨヨロベ・ｓｇ・邦訳、経済企画庁
「海外経済月報」昭和四三年六月号所収、二一ページ。
（
別
）
冨
・
ｒ
弓
目
の
呂
目
日
ご
Ｐ
邦
訳
、
前
掲
誌
、
六
ペ
ー
ジ
。
以上のように、一九六○年代後半以降、ベトナム戦争の激化とともにアメリカ経済は急速に悪化していったが、そ
れ
は
、
朝
鮮
戦
争
以
来
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
世
界
資
本
主
義
の
不
均
等
的
発
展
が
加
速
さ
れ
た
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
〔未完〕
